
様式第1一2号

|’

支出証拠書（各種団体会費）

基派名・議員氏名自民改量垂会議

整理番号

経費項目 鐙 ･研修費

内 容 内外情勢調査会年会費･伶和5年5月～令和6年3月分）

年月 日 令和5年5月1日～令和6年3月31日 金額 182,004円

会の趣旨一

目 的

国内外の情勢について､國人の知識の向上と理解の増進を図り、国内外の情報の収集､分
析乃7N調杏鳶,行うルル¥,に．地域社会と産業の健全な発展に寄与するごとを目的とする。

会の揺動

内容等

･講演会等の開催

｡国内外の情勢についての情報、賢料の収集及U調査
､前号にて収集した情報賓料の翻訳、分析、編集、西蔀

どの侑戎な査活動、県政関連資料調政務活動

県政との

關潭’性
－

＜領収書貼ｲ寸枠＞ 一癖罰
198,550×11/12＝182,004 いつも清水銀行をご利用いただきありがとうございます。

ただいま、お取引いただきました明細は下記のとおりで

｜：

※添付書類；団体の会則・事業概要・その他（ 定款 ）

550×11/12＝

即瀧弾卑諦蹄

如幣詔謝蔀嫌

難藤覇聴識魚

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

182,004円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

182,004円



曇一言．？‐
2前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人および一般財団法人に関する法律(以下I＝股社団･財
団法人法｣という｡〕上の社員とする。

ノ

一般社団法人内外情勢調査会定款
昭和零年12月1日盟立

昭和30年2月4日Ⅱ詞

平成15年11月1日改定

平成24年4月1日改定

令和3年6月30日改定

令和4年6月29日改定

(入会）

第6条この法人の正会員および一般会員になろうとする者は､総会において定める一般社団法人内外情勢鯛
査会入退会規程(以下｢入退会規程｣という｡)に基づき､入会申込街を会長に提出して､会長の承圏を

得准ければならない。

2会長は､前項の申込みを受けたときは､入退会規程に基づき､当該申込みを承圏するか否かを決定し、

決定後速やかに結果を本人に通知するものとする。

第1章総則

(名称）

第1条この法人は､一般社団法人内外梢勢調査会と称する。
絵費）

第7条会員は､この法人の活動に必要な経費に充てるため､総会において定める一般社団法人内外悩勢鯛査会
会費規程(以下陰費規オョという｡)に基づき､会費を支払わなければならない｡ただし､名誉会員は会
費規程により､会費の支払を免除されることがある。

郎諏、

鰭2条この法人は､主たる礪務所を東京都中央区に極く。

2 この法人は､理亭会の決識により､従たる碩務所を必要な地に浬くことができる。これを変更又は廃止
する場合も同禄とする。

(会員の特剣

第8条会員は､この法人が開催する購演会等を聴削する資格を有し､この法人が捉供する資料等の配布を受け
ることができる。

第2章目的および事業

(目的）

第3条国内外の情勢について､国民の知識の向上と理解の増進を図り､国内外の情報の収集､分析および調査
を行うとともに､地域社会と産業の健全な発展に寄与することを目的とする。

解玲艮今〕

第9条一会員は､入退会規程に基づき､所定の期日までに退会届を提出することにより､退会することができる。
ただし､定款第12条第2項の規定により､既に支払われた会費は理由の如何を問わず一切返還しない
ものとする。…

第4条この法人は､前条の目的を達成するため次の事業を行う。

(1)認演会等の開催

(2)国内外の梢勢についての憤報､資料の収集および調査

(3)前号にて収集した情報､資料の翻訳､分析､福集､配布

(4)前2号の委託および受託

（5）図替等の刊行

(6)会員相互の交流と健全な発展に資する刺喋

(7)その他との法人の目的達成に必要な事業

2前項の事業は､日本国内および海外で行う。

畭名）

第10条会員が次の各号の一に該当するときは､総会において総正会員の半数以上であって､総正会員の識決権
の3分の2以上の謹決を得て､これを除名することができる。

（1）この定款その他この法人の規程・規則に違反したとき

(2)この法人の名誉をき損し又はこの法人の目的に反する行為をしたとき

(3)その他除名すぺき正当な事由があるとき

2前項の規定により会員を除名しようとする培合は､当該会員にあらかじめ通知するとともに､除名の鬮
決を行う総会において､当該会員に弁明の機会を与えなければならない。

陰員資格の喪鉛

第11条前二条の場合のほか､会員は､次のいずれかに該当するに至ったときは､その黄格を喪失する。

(1)会費を納入せず､督促後なお会貿を2年以上納付しないとき

(2)総正会風が同窓したとき

(3)会員が後見開始又は保佐開始の審判を受けたとき

(4)死亡､解散又は破産したとき

第3章会員

(種別）

第5条 この法人に次の会員を優く･
"

（1）正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人､法人又は団体
(2)一般会風 この法人の3礫に参加することを主たる目的として入会した法人､団体又は個人
(3)名誉会員 この法人に功労のあった者又は学餓経験者で会長が承腿した者

－2－－1－

徒足鋤 ・

第18条総会は総正会員数の過半数の出席がなければ開催することはできない。
(会員資格喪失に伴う椎利および穀務）

第12条会員がその資格を喪失したときは､この法人に対する椎利を失い､装務を免れる｡ただし､末履行の義
務は､これを免れることができない。

2会員がその資格を喪失しても､既に納付した会費その他の拠出金品は､これを返還し芯い。 (決卿 、

第19条総会の決認は､鰹1F会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し､出席した当該正会員の認決権の過

半数をもって行い､可否同数のときは謝長の裁決するところによる。

2前項前段の場合において､議長は正会員として誼決に加わることはでき詮い。

3第1項の規定にかかわらず､次の決憩は､総正会員の半数以上であって､継正会員の議決権の3分の2

以上に当たる多数をもって行う。

(1)会員の除名

(2)監事の解任

(3)定款の変更

(4)解散

(5)その他法令で定められたZ斑項

第4章総会

蠅飼

第13条総会は､すぺての正会員竃もって栂成する。

2前項の総会をもって､一般社団・財団法人法上の社員総会とする。

3総会における鬮決椎は正会員1名につき1個とする。

朧限）

第14条総会は､次の覗項について決溌する。 ．

(1)会員の除名

(2)理鞭､監事の選任又は解任

(3)理事および監事の報酬等の額

(4)貸借対照表および扱劉+算替(正味財産墹減計算密)の承麗

(5)定款の変更

(6)解散および残余財産の処分

（7）その他松会で決崩するものとして法令又はこの定款で定められた事項

(笹面刷決割

第20条総会に出席できない正会員は､あらかじめ通知された事項について､智面又は代理人をもって瓢決椛を

行使することができる。

2前項の代理人は､代理樹を鉦する書面を総会ごとに醗長に提出しなければならない。

3第1項の規定により騒決権を行使する培合は､当該正会員は出席したものとみなす。

総会の決調の省略）

第21条理繭又は正会員が､総会の目的である1頭について提案した場合において､その提案について､正会員

の全貝が書面又は電磁的記録により同恵の意思表示をしたときは､その提案を可決する旨の総会の決

識があったものとみなす。

(租類および開価

第15条この法人の総会は､定時総会および臨時総会とする。

2定時総会は､毎事業年度終了後3カ月以内に開催する。

3臨時総会は､次に掲げる場合に開佃する。

（1）理罰r会において開催の決謝力唯されたとき。

(2)正会員の謝決権の5分の1以上の漁決権を有する正会員から総会の目的たるu頭および招築の理
由を示して賄求があったとき。

(招鋤

第16条総会は､法令に別段の定めがある場合を除き､理事会の決識に基づき会長が招集する。
2会長は前条第3項第2号の規定による諭求があったときは､理事会の決識を経て､調求があった日から
6週間以内の日を総会の日とする臨時総会の招築の通知を発しなければならない。
3総会を招集するときは､総会の日時､場所､目的である車項を肥戦した書面をもって､開悩日の1週間前
震でに通知を発しなければならない｡ただし､総会に出席しない正会員が書面によって､識決權を行使
することができることとするときは､開催日の2週間前までに通知を発しなければならない。

(総会への報告の省略）

第22条理事が正会員の全員に対し､総会に報告すぺき1画1を通知した場合において､その事項を総会に報告す
ることを要しないことについて､正会員の全員が雪面又は通磁的記録により同意の窓思表示をしたとき

は､その可頭の総会への報告があったものとみなす。

(融事録）

第23条総会の識事については､法令で定めるところにより､韻事録を作成する。

2前項の識窮録には､騒長および出席した正会員のうちからその総会において選任された:麺f録署名人2

名以上が､記名押印する。

第5章役員

(鬮長）

第17条総会の謝長は､会長がこれに当たる。

2第15条浦3項第2号の規定に基づく臨時総会を開他した場合には､出席正会貝のうちから醐長を選出する。

(刺類および定数）

第24条この法人に､次の役員を唖く。

－4－－3－



鰯馴顎 』－3…ヅ。／
第30条役員には､職務執行の対価としての報酬を支給することができる。

2役員には､その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。

3前二項に関し必要な事項は､総会の決議により別に定めるところによる。

(1)理事3名以上11名以内

(2)監事 1名以上3名以内

2理事のうち1名を代表理事とし､2名以内を一般社団・財団法人法に規定する業務執行理事とすることが
できる。

(損害賠償賀任の免除又は限定）

第31条この法人は､役員の一般社団･財団法人法に定める賠償責任について､法令に定める要件に該当する場

合には､理事会の決謝によって､賠償貨任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限度

として､免除することができる。

2 この法人は､理事(業務執行理事又は当該法人の使用人でないものに限る)および麺『の間で､前項の

賠償責任について､法令に定める要件に該当する鳩合には賠償責任を限定する契約を､理事会の決識に

よって､締結することができる｡ただし､その契約に基づく賠償貿任の限度額は､法令の定める最低責

任限度額とする。

(顧問）

第32条この法人に､任意の機関として、 1名以上5名以下の顧問を置くことができる。

2顧問は会長の諮問に応え､会長に対し､助言し意見を述ぺることを職務とする。

3顧問の選任および解任は､理頓会において決定する。

4顧問の報酬は､無償とする。

鯉任）

第25条理事､監事は､総会の決徽によって選任する。

2代表理事および業務執行理事は､理事会において選定する。

3前項で選定された代表理事は､会長に就任する。

4理事会は､その決盟によって､第2項で選定された業務執行理事より常任理事1名を選定することができる。

5 この法人の理事のうち､理事のいずれか1名とその配偶者又は3親等内の親族その他法令で定める特別
の関係にある者の合計数は､理頚総数(現在数)の3分の1を超えてはならない。

6監砺は､この法人又はその子法人の理事又は使用人を兼ねることができない。

鯉事の職務および椎晒

第26条理事は､理事会を横成し､法令およびこの定款で定めるところにより、職務を執行する。
2会長は､法令およびこの定款で定めるところにより、この法人を代表し､その業務を執行する．
3常任理事は､会長を補佐し､この法人の業務を執行する｡また､会長に事故があるとき又は会長が欠け
たときは､その業務執行に係る職務を代行する。

4会長､常任理事および業務執行理事は､毎事業年度毎に4ヵ月を超える間隔で2回以上､自己の職務の

執行の状況を謹呼会に報告しなければならない。

第6章理事会

蠅胸

第33条この法人に郵会をほく･

2雲会は､全ての理事をもって構成する。

(圓謂rの駿務および権限）

第27条監事は､理事の職務の執行を監査し､法令で定めるところにより､監査報告を作成する。
2監事は､いつでも､理事および使用人に対して事業の報告を求め､この法人の業務および財産の状況の

調査をすることができる。 (権限）

第34条理事会は､次の職務を行う。

（1）この法人の業務執行の決定

(2)理砺の職務の執行の監督

(3)代表理事および業務執行理事の選定並びに解職

(4)総会の日時および場所並びに目的である事項の決定

眼員の任期）

第28条理事の任期は､選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の時まで
とする。

2監事の任期は､選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の時まで
とする。

3補欠として選任された理事又は監事の任期は､前任者の任期の満了する時までとする。

4増員により選任された理事の任期は､第1項の規定にかかわらず､現任理事の残任期間とする。

5理事又は監事は､第24条に定める定数に足りなくなるときは､任期の満了又は辞任により退任した後
も､新たに選任された者が就任するまで､なお理裏又は監事としての権利職務を有する。

(開倒

第35条理事会は､次に掲げる場合に開偲する。

(1)会長が必要と認めたとき。

(2)会長以外の理事から会叡の目的である甑項を記栽した香面をもって会長に招集の餉求があったとき。

(3)前号の請求があった日から5日以内に､その舗求があった日から2週間以内の日を理事会の日とする

理事会の招集の通知力廃せられない場合に､その舗求をした理事が招集したとき。

(4)一般社団･財団法人法の規定により監事から会長に招集の請求があったとき､又は監事が招集したとき。
(解任）

第29条役員は､いつでも総会の決議によって､解任することができる｡ただし､監事を解任する場合は､総正会
員の半数以上であって､総正会員の議決権の3分の2以上の融決に基づいて行わなければならない。

－5－ －6－

第7章資産および会計(招集）

第36条理事会は､会長が招集する｡ただし､理事会を前条第3号の規定により理事が招集する場合および前条
第4号の規定により露叩が招集する場合を除く。

2前条第3号の場合は当該理事が､前条第4号の場合には当該監事が､理事会を招集する。
3会長は､前条第2号又は前条第4号に該当する場合は､その舗求があった日から5日以内に､その諸求
があった日から2週間以内の日を理事会の日とする理事会を招集しなければならない。

4理事会を招集する場合には､会醗の日時､場所目的である事項を記減した番面をもって､開催日の1
週間前までに､各理事および各監事に対して通知しなければならない。

5前項の規定にかかわらず､理事および監事の全員の同意があるときは､招架の手続きを経ること荘く理
事会を開催することができる。

側産の種別）

第44条この法人の財産は､基本財産およびその他の財産の2種類とする。
2 この法人の目的である事業を行うために不可欠なものとして理事会で定めた財産を基本財産とする。

3 その他の財産は､基本財産以外の財産とする。

(基本財産の維持および処分）

第45条基本財産についてこの法人は､適正な維持および管理に努めるものとする。

2やむだ得なし理由により基本財産の一部を処分又は担保に提供する場合には､理事会において､認決に

加わることのできる理事の3分の2以上の認決を得なければならない。

(識園

第37条理事会の副長は､会長がこれにあたる。 (財産の管理・運用）

第46条この法人の財産の管理.運用は､会長が行う。

(定足鋤

第3B条理事会は､理事の過半数の出席がなければ会識を開くことができない。 鰯業年度）

館47条この法人の事業年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月31日に終わる。

(決鋤

第39条理事会の決識は､.この定款に別段の定めがあるもののほか､決鼬について特別な利害関係を有する理事
を除く理事の過半数が出席し､その過半数をもって行う。

甑業計画および収支予算）

第48条この法人の郡業計画宙､収支予算書については､毎事業年度開始の日の前日までに､会長が作成し､理

事会の決謡を経て､直近の総会の承盟を受けなければならない｡これを変更する場合も､同様とする。

(決厳の省略）

第40条理事が､理事会の決認の目的である事項について提案した場合において､その提案について､識決に加
わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは､その提案を
可決する旨の理事会の決識があったものとみなすものとする｡ただし､監事が異識を述ぺたときは､そ
の限りではない。

邸業報告および決算）

銘49条この法人の事業報告および決算については､毎事業年度終了後､会長が次の書類を作成し､監事のg蓋
を受けたうえ唾理事会の承認を受けなければ芯らない。

（1）事業報告

(2)事業報告の附属明細害

（3）貸借対照麦

(4)掴益計算勘(正味財産増減計算宙）

(5)貸借対照表および損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書

(報告の省略）

第41条郵下又は監事力理事および監事の全員に対し､理事会に報告すぺき事項を通知したときは､その画項を
理事会に報告することを要しない。

2前項の規定は､第26条第4項の規定による報告には適用しない。
2前項の承鯉をうけた密類のうち､第1号､第3号､第4号の番類については､定時総会に提出し､第1号

の書類についてはその内容を報告し､その他の書類については承麗を受けなければならない。

3第1項第1号から第5号の凹類および監査報告(以下｢計算書類等｣という)を定時総会の日の1週間前
の日から5年間､主たる事務所に傭え画くとともに定款および正会員名簿を主たる事務所に備え歴くも

のとする。

4正会員およびこの法人の債根者は､計算笹類等および定款について､正会員は正会員名揮について､こ

の法人の業務時間内はいつでも､それぞれ法令の定めるところにより閲覧等の謂求をすることができる。

(韻事卸

第42条理事会の戯頭については､法令で定めるところにより謝事録を作成する。
2出席した代表理砺および監事は､前項の融事録に記名押印する。

鯉事会河揖） 、

第43条理事会の逆営に関し必要な事項は､法令又はこの定款に定めるもののほか､理事会において別に定める。

－8－－7－



第,,章情報公開および個人情報の保護ユーP－ジ ”ノ(会計原則輔

第50条この法人の会計は､一般に公正妥当と罷められる公益法人の会計の慣行に従うものとする。
伽報公開） ’

第58条この法人は､公正で開かれた活動を推進するたぬ､その活動状況､運営内容､財務資料等を稜極的に公
開するものとする。

2伯報公開に関する必要な事項は､理事会の決識により別に定める情報公開規則による。

(剰余金の分配の禁止）

第51条この法人は剰余金の分配は行わない。

第8章定款の変更､合併および解散
躯人憤報の保鋤

第59条との法人は､業務上知り得た個人制報の保謹に万全を期すものとする。

2個人愉報の保甑に関する必要な事項は､理事会の決議により別に定める。
碇款の変更）

第52条この定款は､総会において､総正会員の半数以上『であって､総正会員の髄決稚の3分の2以上の謡決に
より変更することができる。

第12章補則

(合併等）

第53条この法人は､総会において､総正会員の半数以上であって､総正会員の識決権の3分の2以上の証決に
より､他の一般社団･財団法人法上の法人との合併､事業の全部又は一部の譲渡をすることができる。

倭任）

第60条この定款に定めるもののほか､この法人の運営に必要な事項は､理密会の決霞により別に定める。

附則

l この定款は､一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および公益社団法人及び公益財団法人の認
定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項において読み替えて準
用する同法第106条第1項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。

2一段ﾈ+団法人及び一般財団法人に関する法律および公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法
律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項において読み替えて準用する同法第106
条第1項に定める特例民法法人の解散の登肥と一般法人の段立の登記を行ったときは､第47条の規定に
かかわらず､解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし､股立の登記の日を裏業年度の開始日とする。

僻鋤

第騨条この法人は､総会の決霞その他法令で定められた事由により解散する。

(観余財産の帰属）

第55条この法人が解散等により精算するときに有する残余財産は､総会の決謹により、この法人と類似の蕊崇
を目的とする公益法人若しくは公益社団法人および公益財団法人の認定等に関する法律第5条17号に
掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に帰属させるものとする。

3 この法人の最初の代表理事は次に掲げるものとする。

中田正博

4 この法人の登肥の日に就任する理事および監事は次に掲げる者とする。

理事..､中田正博越後正人本多常雄緒方四十郎佐々淳行川島廣守

曽野綾子行天豊雄石原信雄斉藤邦彦

第9章 事務局

(設置勃

第56条この法人の事務を処理するため､事務局を設旺する。

2事務局には､所要の職員を置く。

3重要な職員は､会長が理事会の承認を得て任免する。

4事務局の組織および運営に関し必要な事項は､会長が理事会の決溌により､別に定める。

監事…永井良孝鮫島忠男

第10章公告の方法

(公告の方法）

第57条この法人の公告の方法は電子公告による。

2事故その他やむを得ない事由によって前墳の電子公告ができない場合は､官報に掲戟する方法による。

－10－－9－

二弼団法人内外情勢調査会会費規程
(目的） ・

第1条この規程は､一般社団法人内外楠勢調査会(以下｢この法人｣という｡)の定款第7条に基づき､会費の納
入に関し､必要な細則を定めるものとする。

絵費）

第2条正会員および一般会員は､入会する支部により設定された次の年会費(税別)を納入しなければならない。
年会費240,000円･･･東京本部懇談会

年会費204,000円･･･城南､城化､東京北､銀座､東京東､葛飾､新宿
年会費l92uOOO円･･･札幌､宮城､多摩､青梅､武蔵野､八王子､検浜､横浜みなと､千葉､さいたま､名古屋､静岡、

大阪､河北､堺･泉州､大阪南､東大阪､大阪シティ､北おおさか､京都､神戸､広島､福山、
広島中央､福岡

年会費，80,000円...苫小牧､帝広､釧路､泗11,石巻､青森､弘前､八戸､秋田､盛岡､岩手県南､山形､荘内､福島、
郡山､いわき､会津､江戸川､飛鳥､川崎､平塚､小田原､機須賀､跡目､川蝿上､厚木県央、
湘南､東葛､南房総､東葛北部成田､熊谷､川口､川越､埼玉東部､埼玉西部､群馬､桐生、
宇都宮､足利､佐野､栃木県北､茨城､茨城県南､山梨､寓士､長野上田､松本諏訪､新潟、
長岡､知多､春日井､岡崎､豊田､刈谷､西尾､豊檎浜松､沼津清水､岳南､中東遠､志太、
島田榛原､岐阜､大垣､東濃､津四日市､松阪､富山､石川､福井､尼崎､姫路､阪神､滋賀、
滋賀北､奈良､和歌山､呉､岡山､倉敷､鳥取､米子､松江､山口､宇部周南､岩国､下関、
松山､新居浜､今治､南予､宇和島､香川､徳島､高知､久留米､北九州､佐賀､長崎､長崎
県央､佐世保､熊本､八代､大分､宮崎､鹿児島､沖縄

年会費150,000円･･･西武､さわやか

年会費100,000円･･･飛騨

陰費の納期）

第3条正会員および一般会員は､入会時および入会期間更改時の1カ月前までに､年会費の全額を納付しなけ
ればなら牡い｡ただし､会員が官公庁の場合に限り､会費3カ月分(年会費の4分の1)ごとの後払いに
よる納付を囲めるものとする。

(会費の免除）

第4条名誉会員の会費は免除することができる。

2理事会が特別な事愉を認めた支部につき､一般会員の会費を減額する喝合がある｡対象となる会員およ
び会費は､当該支部が別途定め､会長の承開を受けるものとする。

附則

この規程は､一般社団法人内外愉勢調査会の設立の登妃の日(平成24年4月1日)から施行する。､

、
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請求日

請糖号 4027673〒424-0806

静岡県静岡市清水区辻1丁目9－3
〒1

東房

鶴
静岡県議会議員

藷繍￥ …1擬
振込人名の先頭に請求番号を入力して下さい。
送金手数料はお客様負担でお願いします。契約内容の問合せは右記まで。
発行責任者事務局長

事務担当肴東京事業繼進都長■■■＝譽繊:鰯:二淵
下記振込先の口座名義人は「一般社団法人内外情勢調査会シヤ)ﾅｲｶ'ｲｼﾞﾖｳｾｲﾁﾖｳｻｶｲ」です。

下記の金融機関へお振り込み下さい。
みずほ銀行 内幸町営業部 普通1589936

別

198,000F
18,000円を含む）

］ 5年4月~令和6年
皆和5年4日30円）

芸の云宜は、昭和32年

の件についてのお間合

I

エ
ニ
邸
『
呵

唖
童

－

L聖辱

会費
再一‘閏～、.w､‘0戸H' 畢聿 勾醒 河翠 同月示垂韻

1 15,000 12 180,000
10% 【対象金額】 180,000
【消費税等】 18,000



様式第1－1号

聿
自支出証拠

呂・議員腰 呂 自民改葬Z会諄

経費項目 調費鵬讃研修費広聴広報費嬬陳瀞鰯賢会議資質糾賊費鮮陶噴慰事諏費人件費

内 容 政務活動費収支報告書の提出倒送代）

年月 日 令和5年9月1日～ 年 月 日 金額 370円

目的
政務活動費収支報告書の提出

使途
政務活動費収支報告書の提出のための郵送代

政務活動．

県政との

関連性

政務活動費収支報告書の提出

く領収書貼付枠＞ ’
領収三堂目
望月参と易

｜ ［販売］

’

口
1
1

1

レターパックラ

370円

様

イト (370円）
1枚 ¥370

小計 ¥370

0%) ¥0
等 ￥0）

¥370

鮒 ￥370
お預り金額 ¥1,070

粉つり WOO
||llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〒
東
取
謎
窪
淫

100-8792

謡醗
鱗
TEL:0570

30

田
別 蕊
日
区
23
901J7019

清水郵便局
70-023-971

株式会社
2－3－1
1日12:25
端N37箱03

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

370円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

370円



様式第1－1号

圭
冒支出証拠

苔・壼

整理番号 2-8-9-3

経費項目 調蕊職費確費風紘報費頚康欝鰯費会議費割鰄費翻購入費患事諦i費僻費
内 容 コピー機リース料

年月 日 令和5年9月4日～ 年月 日 金額 5,500円

目的
ⅣﾛI固き〃lフLA馬丁J多足4力1口＝U~｡- 1 JノノーU,／v〆､二''一’ ’ '一混一」 すﾗヘ

使途
9月分リース代

政務活動.

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

11,000円×1/2＝5,500円

祠05-09-0412001 11,0001ｼﾔｰﾌﾟﾌｱｲﾅﾝｽ」 ､

「 .

案分の理由

政務活動･後援会

按分するため

活動で

領収書金額(a)

11,000円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

5,500円



様式第1－1号

支出証拠書
（会派名・議員氏名自民改革会議・望月香世子）

整理番号 2-8-9=4

経費項目 調劃職費研修費広聴広報費蕊鱗靜溺震会議費鯛僧鐙鋪駒費曇蕾翻潰人件費
内 容 事務所電話代（8月請求分）

年月 日 令和5年9月11日～令和年月 日 金額 5,236円

目的
政務活動を行うための事務所維持

使途
電話代8月請求分

関連性

く領収書貼付枠＞

12,892-｛(1,200+1,000）×1.1｝＝10,472

10,472×1/2＝5,236

Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
世I 0ｺ-09-1112001 12,8921デ､ﾝ7

6

I

案分の理由

政務活動･後援会

按分するため

活動で

領収書金額(a)

10,472円

案分率(b)

1／2

％

正ｹ識吾動譽右串箱(a×b)

5,236円
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勾訳項目
[HARGEBREAMWNB

◆054－364
､§溶櫛箙捕茜甘郎

｝
Ｅ
一
ｒ

Ｏ
ゞ
０
０
月

『
Ｊ
『
Ｊ
・
月
１
．
〃

鯉黙鴬諒葱潔溌蕊愛鄭騒鵜謬
)かり電話対応機器使用料 ． ,

鰯鴬慧謹雛葱鍵瀧
Kイスヮープ使用料 、

諏篭蕊熊蕊蕊溌職
)かり電話（通話料）

職鐵識溌蕊議‘塗
エニパーサルサービス料他

の鴛卜今合計×10％

ユー9－7－￥
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・望月香世子）

FJ

整理番号 2-8-9-5

経費項目 調査m篭費研修費蝿広報費霞議縛艤績会議質料偏潰鰯搾蘂費⑳･M牛費
内 容 事務所電気代（9月： 分）

年月 日 令和5年9月19日～令和年 月 日 金額 4985円

目的
“沽冨Uを行うための争誘HT猟臣狩

使途
電気代9月分

政務活動.

県政との

関連性

案分の理由

政務活動･後援会活動で

按分するため

領収書金額(a)

9,969円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

4,985円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・望月香世子）

’
Z書貼付瓶

’

｜

’
’

籍j早杳君一 2-8-9-6

経費項目 調劃f罐･研修費･圃就報費鏑瀧鍵殿会議費罰惟婚資I糖入費蘂費…⑬
内 容 事務員雇用（9月分）

年月 日 令和5年8月19日～令和5年9月20日 金額 25,000円

目的
政務活動をﾈ鋤する職員を雇用

使途
9月分給与

政務活動．

県政との

関連性

‐

給与支払明細書

令和5年9月分

氏名 給与
手 当

通勤

手当

手当 手当計

支給額

合計

控 除

社保 所得税 枠除計

差引

支給額
受領印

■■■ 45,800 4,200 4,200 50,000 0 1,420 0 48,580 ■■

案分の理由

政務活動･後援会活動で

按分するため

領収書金額(a)

50,000円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

25,000円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・望月香世子）

’

奇与支払眺

令和尻任
1

1
1

’

鑿理番号 2-8-9-7

経費項目 調剖i嶺雌費広聴騨蕊鱗需露会議齢w嗣漬齢陶噴掌霧費…⑬
内 容 事務員雇用（9月分）

年月 日 令和5年8月19日～令和5年9月20日 金額 95,000円

目的
政務沽動を補助するI筬員を雇用

使途
9月分給与

関連性

案分の理由

政務活動･後援会

按分するため

活動で

領収書金額(a)

190,000円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

95,000円



様式第1－1号

聿
自支出証拠

名・議員E 名 自民改革会議

整理番号 2-8-9-8

経費項目 調剖f嬢研修費緯雲識艤鱸鎮会議野N賊費資I樵入費蕾霧費事顎資人件費
内 容 県政宰皓チラシ郵送代

年月 日 令和5年9月27日～令和5年9月29日 金額 446,339円

目的
県政と係る情報等を県民に幸晧

使途
県政幸皓作成とチラシ郵送代として

政務活動・

県政との

関連性

県の施策、政務活動状況などを掲載し、情報を伝える。

く領収書貼付枠＞

185,675+76,139+184525=446,339

案分の理由

政務活動･後援会

按分するため

活動で

領収書金額(a)

“6,339円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

446,339円
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・望月香世子）

鑿ｮ里番号 2台8-9-9

経費項目 談麿形讃･研修費･1創閻広報費藍鱗購瀧攪会議資料'鰔費忽喜務費事諏潰人脚賓

内 容 新聞購入代（9月分）静岡

年月 日 令和5年9月28日～ 年 月 日 金額 3,300円

目的
県政、社会情勢に関する情報収集

使途
令和5年9月分購読料

●動
の
性

癖
畢
霊

県政に関する情報を収集し政務活動（質問・政策）に活かす
Ｌ

＜領収書貼付枠＞

！ |画…1而｢~－ 3,3001垂ｽ､"ﾌ‘,万ン
1 ．

1． 8． . _ ‐ ・ I

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

3,300円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

3,300円



様式第1－1号

聿
冒支出証拠

名・議員E r隼会毒

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

1／2

領収書金額(a)案分の理由

政務活動･後援会活動で

按分するため
1,624円％3,248円

整理番号 2-8-9-10

経費項目 調査職費研修費広聴蝿費野鱸欝溺賢会議費建診鮮陶鱈事務費事翻費人卿賓

内 容 コピー料（8月請求分）

年月 日 令和5年9月29日～ 年 月 日 金額 1,624円

目的
資料等のコピー

､

使途
令和5年8月請求分のコピー料

政務活動

県政との

関連性

調舜動、県政関連賞科などの1'HJM

く領収書貼付枠＞

(616+2,337)×1.1=3,248

3,248×1/2＝1,624
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T424-8790

静岡市清水区辻1丁目9－3

2023年8月31日締切分

株式会社ヨシカ

〒424-0064静岡市清水区長崎新田377-2望月香世子事務所御中

TELO54-364-3471 FAXO54-367-4769

(MO53)
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r40800C
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お振込みの場合1万円以下の振込手数料は御社様ご負担にてお願い申し上げます
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